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エレメントガイド

エレメント

ジョイント

パッキン

ゴミの点検部分

エンドプレート

エレメント

エレメントサポート

仕切板

図1
（a） （b） （c）

z目詰りにより差圧が上昇し、エレメント交換差圧
（0.1MPa）に達したらエレメントを新品と交換してく
ださい。

xオーバーホール時のエレメントの取出し、取付けは次
の順序で行ってください。

オーバーホール2

zエレメント押え板を取外してください。
　yuの調節ボルト、ロックナットはそのまま板にセットしておいてください。
　ただし、現在使用しているエレメントから他の種類のエレメントに交換する
場合は調整が必要です。
　もしそのまま調整しないで取付けるとシール不完全またはエレメントの締め
すぎとなり変形の原因となりますので注意してください。調整方法は「m他の
エレメントを組込む場合の調整方法」を参照してください。

xエレメント取付金具、エレメント、ジョイント、エレメントガイドの順に取
出してください。
　エレメントガイドは無理に取出す必要はありません。
　また、エレメントホルダを取出した後、図1の要領でエレメントガイドを取出
すことにより、エレメント、ジョイントを一括して取出すことができます。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。

エレメントの取外し方4

zIN、OUTの弁を閉じてください。
xAIR VENT、DRAINを開いてフィルタ内の圧力をゼロ
にし、内部の流体を全部排出してください。

cフィルタカバーとフィルタケースを締め付けている
qwのボルト、ナットを最初平均に少しずつ緩めてゆ
き手でナットが廻るようになったら端から順にはずし
てください。

vカバーとガスケットを取外してください。

カバー取外し3

（清浄な環境で取扱ってください。）
zマイクロメッシュエレメント〔円筒およびプリーツ（球面パッキンを使用して
ないもの）〕および焼結エレメントの場合はエンドプレートとパッキンの間の
ゴミを必ず完全に除去してください。［図1（c）参照］

注）テフロンのパッキンを使用してあるものはすべて交換してください。これは硬いため再度
使用されるとシール不完全となりますので注意してください。

xエレメントガイドを取外した時は取付けてください。
cエレメント、ジョイント、エレメント、エレメント取付金具の順に同心にな
るように正しく差し込んでください。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。
エレメントを取付ける時エレメントガイドの上端から落として組込むような事は避けてく
ださい。

エレメントの取付け方法5

FGA Series　エレメント交換要領 2

546

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

交
換
要
領

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ



エレメント
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×（a）悪い方法 ◯（b）良い方法

仕切板

図2

（b）7本配列以上

×　悪い例 ◯　良い例

図3

（a）エレメント配列状態 （c）4本配列

図4

※また配列が多くエレメント重ね数が3～4段の場合はあらかじめエレメントガイドに
エレメント、ジョイントをセットした物をエレメントサポートにセットする事もで
きます。［図1参照　取出す時の逆の要領］

vエレメント取付金具は（図3）の（b）（c）で示すような方法で取込んでくだ
さい。

注）図3（b）（c）に示すのは図4のエレメント取付金具（スプリング、フレ止め、エレメン
トホルダ）の配列状態を示す。

bエレメント押え板を静かに取付けてください。
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ジョイント

エレメント
ガスケット

エレメントガイド

エレメントホルダ

フレ止め

スプリング
調整ボルト

エレメント押え板

ロックナット
カバー

B

A

（a）ジョイントを用いた取付け状態 （b）ジョイントを用いない取付け状態

カバー

（c）良い状態 （d）悪い状態 （e）良い状態 （f）悪い状態

ケース

zガスケットの破損なき事を確認して所定の個所にセットしqweのボル
ト、座金、ナットをセットして対角状に均等に締め付けてください。

ガスケットを破損している場合は新しい物と交換してください。

xシート面から圧力洩れのない事を確かめてから運転に入ってください。
（運転方法は取扱い説明書をご確認ください。）

カバーの取付け方法6

zエレメント押え板を取付ける時（図5）図中に示す調整ボルト、ロックナ
ットを用いてカバーを取付けた時［図5の（c）、（e）参照］エレメント押え板
とエレメントホルダが密着状態になるように調整してください。

x調整方法は次の方法で行ってください。

（図5の（b）に示す様にA寸法を測定して次にB寸法がA寸法に等しくなる
ように調整すると図5の（e）に示すような状態となりシールが完全となり
ます。）

ロックナットは（図5の（a）および（b））に示すようにジョイントを用いて
いるものは下に、用いてないものは上にセットしてください。

他のエレメントを組込む場合の調整方法7

図5　締め付けた状態
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